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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
リ
リ
カ
ル
な
の
は
Ｓ
ｉ
ｎ
 

～
忘
却
の
ス
ト
レ
イ
シ
ー
プ
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
２
２
４
Ｘ

【
作
者
名
】

　
這
い
寄
れ
！
混
沌

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
こ
に
、
筆
跡
を
記
す
。

捩
れ
き
っ
た
運
命
と
、
そ
れ
に
抗
う
少
女
の
話
。

無
く
し
た
も
の
を
得
よ
う
と
す
る
、
あ
る
一
人
の
男
の
話
。

ど
う
か
こ
の
物
語
が
、
幸
せ
な
結
末
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
。

私
は
、
こ
こ
に
筆
跡
を
残
す
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

「
・
・
・
―
―
―
―
！
！
し
っ
か
り
し
ろ
っ
！
！
お
い
っ
！
！
！
！
」

・
・
・
誰
・
・
・
・
？

呼
ん
で
る
・
・
？

「
畜
生
っ
！
！
何
で
！
？
何
で
お
前
が
っ
！
！
」

悲
し
い
・
・
・
声
だ
な
・
・
・
。

何
か
・
・
・
・
良
く
な
い
事
で
も
あ
っ
た
の
か
な
・
・
？

「
―
―
―
っ
！
！
し
っ
か
り
し
て
！
！
」

「
―
―
―
ち
ゃ
ん
！
ダ
メ
や
！
！
諦
め
た
ら
あ
か
ん
っ
！
！
」

他
に
も
・
・
・
誰
か
居
る
の
・
・
・
・
？

皆
、
叫
ん
で
る
・
・
・
。

そ
う
言
え
ば
・
・
・
・
体
、
重
い
な
・
・
・
・
。

目
も
、
霞
ん
じ
ゃ
っ
て
・
・
・
よ
く
見
え
な
い
。

「
な
ぁ
・
・
・
―
―
―
・
・
俺
を
置
い
て
く
気
か
・
・
？
」

一
番
近
く
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
の
は
・
・
・
男
の
人
の
声
・
・
か
な
・
・
？
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涙
声
に
な
っ
て
・
・
・
・
掠
れ
て
る
・
・
・
。

私
・
・
・
こ
の
人
に
、
抱
き
か
か
え
ら
れ
て
る
・
・
？

嫌
な
気
分
じ
ゃ
な
い
な
・
・
・
そ
れ
に
、
何
だ
か
暖
か
い
・
・
・
・
・
。

で
も
、
私
は
寒
い
な
・
・
・
ど
ん
ど
ん
冷
た
く
な
っ
て
く
・
・
。

「
俺
の
せ
い
だ
・
・
・
俺
が
っ
！
！
俺
が
も
っ
と
し
っ
か
り
し
て
れ
ば
っ
！
！

！
」

そ
ん
な
に
・
・
・
自
分
を
責
め
ち
ゃ
だ
め
だ
よ
・
・
・
？

よ
く
解
ら
な
い
け
ど
・
・
・
あ
な
た
に
そ
ん
な
思
い
、
し
て
欲
し
く
な
い
よ
。

ほ
ら
・
・
・
涙
拭
い
て
・
・
？

「
―
―
―
・
・
・
っ
」

あ
れ
・
・
・
？
手
・
・
・
真
っ
赤
だ
・
・
。

怪
我
・
・
・
・
し
て
る
の
・
・
？

手
・
・
・
握
っ
て
く
れ
て
る
の
？
何
だ
か
・
・
・
手
の
感
覚
が
無
い
よ
・
・
。

何
か
・
・
・
・
眠
く
な
っ
て
き
た
な
・
・
・
・
・
・
。

少
し
・
・
・
寂
し
い
・
・
。

で
も
・
・
・
・
・
起
き
た
ら
・
・
・
ま
た
・
・
会
え
る
よ
ね
・
・
・
・
？
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～「
・
・
・
・
ん
ぅ
・
・
・
」

・
・
・
眠
い
。

寝
起
き
っ
て
い
っ
つ
も
こ
う
だ
。
意
識
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
な
く
て
、
こ
う
、
頭

は
半
分
寝
て
る
み
た
い
な
。

だ
か
ら
朝
は
苦
手
か
な
・
・
・
。

「
ん
～
～
～
～
」

身
じ
ろ
ぎ
な
が
ら
腕
を
伸
ば
し
て
、
ま
だ
寝
ぼ
け
気
味
の
体
を
解
し
て
い
く
。

つ
い
で
に
、
ぼ
や
け
て
る
視
界
を
擦
っ
て
は
っ
き
り
さ
せ
た
。

「
・
・
・
あ
れ
？
」
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そ
こ
で
ふ
と
、
疑
問
に
思
っ
た
。

擦
っ
た
手
の
甲
が
濡
れ
て
い
た
。
何
故
？
ど
う
し
て
？

「
私
・
・
・
泣
い
て
た
・
・
？
」

改
め
て
顔
を
触
っ
て
み
た
ら
、
結
構
濡
れ
て
る
。
さ
っ
き
見
て
た
夢
、
そ
ん
な

に
悲
し
か
っ
た
の
か
な
・
・
？

「
・
・
・
ど
ん
な
夢
だ
っ
た
っ
け
？
」

さ
っ
き
ま
で
見
て
い
た
夢
の
筈
な
の
に
、
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い
な
い
。
思
い
だ

そ
う
と
し
て
も
、
頭
の
中
は
霞
が
掛
か
っ
た
み
た
い
に
曖
昧
だ
っ
た
。

た
だ
覚
え
て
る
の
は
、
叫
び
声
と
、
誰
か
の
顔
が
ボ
ン
ヤ
リ
と
映
っ
て
た
事
だ

け
。

後
は
、
心
の
中
に
残
っ
た
妙
な
感
覚
。
忘
れ
た
く
な
い
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い

様
な
、
大
事
な
物
を
失
く
し
た
よ
う
な
感
覚
だ
っ
た
。

「
ま
ぁ
、
い
い
や
。
顔
洗
お
う
っ
と
」

ベ
ッ
ト
か
ら
出
て
、
洗
面
所
へ
向
か
う
べ
く
ド
ア
へ
。

そ
の
頃
に
は
も
う
、
夢
の
事
な
ん
て
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
。

こ
こ
か
ら
、
私
―
―
―
高
町
な
の
は
の
話
は
始
ま
る
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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